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論文内容の要旨
本論文は、道路空間の熱環境を改善するための舗装の熱特性分析を中心とした…'連の研究成果をまとめ
たものであり、 7章より構成している。
第 i章では、都市温暖化が問題視されるようになってきた社会的背景と、それを踏まえた道路空間の熱
環境を改善するための必要性・社会的意義を述べ、関連する既作研究をレビューし、本研究の目的を明確
にした。
第2章では、都市構成要素である各種地物の熱特性を表すために本研究で伺いた表面温度指標の意味と
役割、さらにはその測定方法について論じた。
第3章では、都市内における熱環境の実態を明らかにするために、代表的な地物の季節や時間による表
両温度変動特性やこれに関わる条件との関連について分析した。次に、自然環境下における道路舗装商の
熱特性を詳細に肥握するために、舗装供試体を用いて実験的に長期測定を試みた。一方、都市内道路空間
の熱環境に対する評価は、人間の感覚特性に依存するところが大きいと考えられるため、道路沿道の居住
者を対象として実施した意識調査から、夏季の道路空間の熱環境に対する意識程度と、これに関連する要
因について担握した。
第4章では、第3章で得られた熱環境の実態を踏まえ、近年胞工例が多い排水性舗装への散水による熱
特性改善効果について、施工地点、における試験的調査と供試体を用いた実験結果から言及した。
第5章では、第4章の測定結果から明らかになった、排水性舗装の表向温度が日中に高くなるという傾
向には、路面の表而形状や表面色による影響が関与しているとの仮説を立て、これを検証寸るために新た
に表面特性の異なる供試体を聞いて連続測定するとともに、物性表面の色(明度)と凹凸による表面積の
培加率とを指標化した。舗装表面特性を表す指標と表面温度との関連分析結果から、これらの指標の妥当
性をホすとともに、表面色の明度を上げることによって表面温度の上昇を抑制できることを示した。
第6章では、歩行者の暑さの感じ方と物理指襟との因果関係についての関連分析を行った。その結果、
物理条件の他に道路条件によっても暑さの感じ方が異なることに着目し、道路の極類や路面状況の異なる
地区で実施したアンケート調査結果に基づいて、道路空間の物理的条件が沿道居住者の暑さの感じ方に及
ぼす影響程度を分析した。最後に、道路条件や交通条件と道路空間構成要素との関係を踏まえた熱療境改
善策について整理し、提案した。
第7章では、第3章から第6主主までに得られた成果をまとめた。
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論文審査の結果の要旨
道路牢.間の熱環境は都市の生活環境に大きな関わりをもち、特に、舗装面の高温化が悪影響をもたらし
ていると考えられるため、その改善には、舗装面の熱特性をはじめとする道路空間熱療境の実態把握とこ
れに基づく対策の検討が必要である。本論文は、道路空間の熱環境を改善するための道路舗装の熱特性分
析を中心とした一連の研究を取りまとめたものであり、供用中の道路におけるフィールド実験と供試体を
用いた実験による表面温度特性と散水効果の分析、舗装材の表面特性による表面温度変動要因の分析、$:
行者・作民の意識調査による歩行時の暑さに関する意識の分析から、道路空間の熱環境改善に関する基礎
的知見を得ている。
先ず、都市内における熱環蹟の実態を物理的側面と意識的側面から把握するために、都市内各種地物の
表面温度の実測に基づき、舗装表面温度の変動が他の地物に比べて大きいことに着目し、舗装供試体を利
用した l年間の実視1)結果から、舗装表面温度が周辺気温iにこi比tべて高
を及ぼしていることを把揮している。 ー方意識的側面からは、道路を歩行時の暑さの感じ方とその要因に
ついて指摘している。
次に、近年採用が増えつつある多孔質材料を用いた排水性舗装を取り上げ、供用中の道路での散水実験
と舗装供試体を利用した降雨時・散水時の分析から、排水性舗装の保水効果とそれに伴う温度侭減効果の
持続性について有用な知見を提供している。
さらに、舗装表面特性の表面温度への影響を分析するために、舗装の表面色と表面形状(凹凸)を取り
よげ、歩道用ブロックとして利用されている各陣擬お平板に関する測定値を加えて検討した結果、日中に
おいては、日射吸収量に関係する明度が表面温度に与える影響が大きいことを見出し、夜間においては、
凹凸が闇加することにより、表面温度が仮くなることを示している。また、明度を利用した表由温度の補
止により、排水性舗装は通常舗装に比べて表面温度が低くなることを不している。
最後に、歩行者、住民への意識調査結果より、道路空間の熱環境に対ーする感覚について分析し、これに
基づいた熱環境改需のあり方について考察している。
以上の一連の研究成果は、道路空間における熱環民改善のための基礎的な知見を成すものであり、今後、
舗装工学、道路工学はもとより、都市環焼工学の発展にも寄与するところが大きい。よって、本論文の著
者は博士(工学)の学位を受ける資格を有するものと認める。
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